
 

 

 

 にいがた市⺠⼤学 

【ねらい】 
〇市⺠の主体的学習活動の推進  

① 高等教育機関及び企業等と連携し、②時代や社会の変化並びに新潟の地域性や地域課題、③市⺠の多様な学習ニーズに応じた④多様な学習機会の提供を提供する。 
〇学びの循環による人づくり、地域づくり 

学習で得た知識や経験等が地域活動や教育活動に生かされるよう、受講生による自主グループ化にむけて支援する。 
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「工学の最先端」 

② 時代や社会の変化 「孤⽴」「脱炭素」「佐渡島」 

① 市⺠の学習ニーズ 「日本の文化」「睡眠」 

【市⺠に学んでほしい】 

【市⺠が学びたい】 

令和４年度（第 28 期） 

【大学コンソーシアム連携講座】 市⺠提案講座 

自主グループ 

●受講者数 延べ 10,500 人 

●受講者満⾜度 80〜90％ 

●学習成果の活用意欲 80％ 

●開設講座数 155 講座 ●年代別受講者層 Ｈ19  10~30 代     10％ 
     40〜50 代    36％ 
         60 代以上    54％ 

Ｈ24 10~30 代        3％ 
     40〜50 代     26％ 
        60 代以上     71％ 

Ｈ30  10~30 代    3％ 
     40〜50 代   22％ 
         60 代以上   75％ 

●市⺠大学の魅⼒ 第１位 講師陣 
第２位 多様な学習コース 
第３位 10 回にわたる体系的な学習 

学
び
の
循
環 

数
字
で
見
る
市
民
大
学 

〈大学の知的資産、社会貢献〉 

〈社会動向（トレンド）、市施策〉 

〈生活、教養等〉 

採用 13 講座／応募数 119 

結成グループ数 23 

＝傾向＝ 
□開設講座（テーマ）はオールラウンド。ですが…… 
□満⾜度は 80〜90％を示す。ですが… 
□学んだことを生かしていきたいと思う受講者が多い。ですが… 
□受講者は 60 代以上が多い。ですが… 

「特別講座」 

＝ 多様な学びをカタチにしていく →→ 28 年間継承されてきた学び＋時代や社会の変化に呼応した学び ＝ 

資料１ 


